
 

 

 

 

 

  

河内長野市は、関西大学と共催でＵＲ南花台団地をモデルとした団地再編提案設計コンペ

を開催します。 

 

我が国の郊外ニュータウンの多くは少子高齢化、人口減少と時代の変化の中で地域活力の

活性化が求められています。 

関西大学の団地再編プロジェクト（代表：江川直樹教授）では、ニュータウンに位置する

賃貸集合団地について、空間、制度、暮らしの面から再編することで、団地の活性化、団地

から地域の活性化の方策を検討しています。 

 

また、河内長野市では近年少子高齢化、人口減少が進んでいます。最大の開発団地である

南花台、特にＵＲ南花台団地ではその傾向が顕著であり活性化が急務です。 

 

そこで、ＵＲ南花台団地を、郊外縁辺部のニュータウンを伴った団地の典型的事例モデル

として、建物ストックを極力利用しながら、団地全体の空間、管理・運営・経営の方法など

しくみの再編を主たる観点とした郊外型団地活性化のアイデアを募集します。 

 

住棟、住戸に限らず団地全体をモデルとした設計コンペはこれまでに例がなく、日本初の

開催です。 

 

●団地再編提案設計コンペ２０１３ 

主催：関西大学 先端科学技術推進機構 地域再生センター 

   文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

 集合住宅“団地”の再編（再生・更新）手法に 

関する技術開発研究プロジェクト 

共催：河内長野市 

後援：大阪府（予定）・都市再生機構西日本支社ほか 

web サイト開設：平成２５年１０月１８日（金） 

（10 月 18 日以降“団地再編コンペ 河内長野”で検索してください） 

作品提出締切：平成２６年２月２８日（金） 

一 次 審 査：平成２６年３月 

公開二次審査：平成２６年５月２５日（日）於：河内長野市民交流センター 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

問い合せ先 

 河内長野市役所 都市建設部 まちづくり推進室  

  TEL：０７２１－５３－１１１１ 


